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研究成果の概要（和文）：福祉社会・政策デザインにおける次世代人材育成を研究し、その国際

比較をおこなった。いずれの国においても移民など国家レベルを超えたグローバルな社会問題

を、地域レベル、コミュニティレベルで扱う社会福祉専門職の仕事の重要性が高まり、その養

成が急務になっていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This research aimed at an international comparison of next
generation human resource development on welfare society and policy design. The research
revealed among the surveyed countries increasing importance of professional social welfare
workers who deal with global social issues on a community level, and the impressive
demand of developing those workers.
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１．研究開始当初の背景
研究開始当初念頭にあったものは、「新し

い公共概念」が生成している現実と、そのこ
とによって生じる新しい課題に対応可能な
「次世代の人材育成」を模索する必要性であ
る。

このような着想を得たのは、科学研究費に
よる「公共・市場・NPO の相互関係とその
政策形成へ及ぼす影響に関する国際比較研
究」(2002 年度から 2004 年度)(基盤(B)課題
番号 14402002)の結果によるものである。こ
の三年間の調査・研究によって、(1)各国にお

いて、既に存在していた各種の民間団体と
NPO のような新しい民間団体との間での緊
張関係が異なっていること、(2)そのような緊
張関係は、福祉や環境というような個別の政
策分野で大きく異なっていること、(3)政策分
野ごとの差異は、考えられてきた国が果たす
べき役割との関係で、歴史的に異なっている
こと、(4)しかしながら、各国とも NPO に対
しての期待が高まっており、今後は、新しい
枠組みによって「問題」捉えられ、その結果
として、そのような問題に対応する「次世代」
の育成が不可欠であること、という諸点の知
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見を得たことが背景にある。
従って、この研究における「次世代人材育

成」とは、よく言われているような、子ども
を産み育てるというものに限定されずに、現
代社会において、「問題」が複雑化している
という現象を踏まえて、そのような状況に対
応することが可能な「次の世代の人材の育成」
を念頭に置いた。そして、そのような次世代
の育成が、各国の置かれている歴史的経緯と
現代的状況との関係で、どのように実践され
ているかを探り、把握し、結果として、日本
への示唆を得るということを念頭に置いて、
研究テーマを設定した。

２．研究の目的
この研究は、現代社会において「問題」が

複雑化している現象を踏まえて、それを「新
しい公共性」として位置づけ、必要とされる
福祉社会・政策デザインのための人材育成の
ために、狭い意味でのソーシャルワーク(対人
社会サービスや援助技術)で深化してきた専
門職を核にしつつも、広義の専門性(社会変革
と安定、問題解決と社会調和、主体のエンパ
ワーメントと解放についての知識とスキル)
の総合的な習得が、地方自治体、企業、NPO
等によって、いかなるプログラムやカリキュ
ラムで目指されているかを、具体的な分野を
設定して国際比較することを目的とするも
のである。

３．研究の方法
研究は、「福祉社会の変容」と「政策デザ

インの担い手としての次世代の育成」との関
係について、総論的観点からと、各論的観点
から行われた。
研究の方法は、国際レベル、国家レベル(対

象とする国は、アメリカ、イギリス、フラン
ス、ドイツ、スウェーデン、日本、メキシコ)、
地域レベルの三つのレベルでの分析によっ
て、西欧での議論のトレースの上に、日本及
びアジア、その他の地域における文脈を考察
し、その基本的枠組み、将来の方向性を明ら
かにするという手法によるものである。
総論的研究については、①低成長期時代に

おいて、高福祉・高負担型社会がどのように
対応したかという点について、北欧諸国をフ
ィールドとして岡澤が研究した。②そして、
ドイツのシュレーダー「赤と緑」の連立政権
期、大連立政権期、メルケル保守リベラル政
権期、における政策の変容について、政権交
代がなされた場合であっても揺らぎのない
システムがありうるという観点から、坪郷が
研究した。③早田はイギリスについて、シテ
ィズンシップをベースに、④久塚は日本とフ
ランスについて、日本の NPO とフランスの
アソシアシオンの歴史的背景を踏まえて研
究し、⑤篠田は日本とアメリカについて、⑥

畑はメキシコについて研究した。
各論的研究については、次世代人材育成の

具体的な施策について、①久塚はフランスに
おける若手研究者の育成と生涯学習につい
て、さらに、日仏の工芸職人の次世代人材育
成を研究し、②岡澤は、グローバリゼーショ
ン潮流の中での次世代人材育成について、③
早田はイギリスの必要とされる福祉専門職
の資格取得制度と専門職の再教育制度につ
いて、④坪郷はワーク・ライフ・バランス政
策等をベースにして、家族政策の担い手を主
に取り上げて研究し、⑤篠田は日米における
労働運動における次世代育成の可能性に焦
点を絞り研究を行い、⑥畑は新自由主義的社
会政策が主流であるメキシコについて、メキ
シコシティの高齢者・女性・家族についての
政策についての研究と、大学や NPO が政策
形成に果たすどのような役割を果たしてい
るのかに関して研究を行った。

４．研究成果
国際レベル、国家レベル(対象とする国は、

アメリカ、イギリス、フランス、ドイツ、ス
ウェーデン、日本、メキシコ)、地域レベルの
三つのレベルでの分析によって、福祉社会・
政策デザインにおける次世代人材育成を研
究し、その国際比較をおこなった。いずれの
国においても移民など国家レベルを超えた
グローバルな社会問題を、地域レベル、コミ
ュニティレベルで扱う社会福祉専門職の仕
事の重要性が高まっており、広い意味での社
会福祉専門職の養成が急務になっているこ
とが明らかになった。各国ともに共通してい
るのは、とりわけ、家族関係、公私関係、公
共概念の変容等により、NPO によるその公益
サービス供給の重要性が高まっていたこと
が指摘できる。その一方で、各国の歴史文化
的経緯から、実際の育成の仕組みは異なって
おり、その多様性を踏まえた制度構築、人材
像、人材育成プログラムが必須であることが
わかった。
それらを踏まえたうえで、最終的には、一

般化できるような分析枠組みを析出するこ
とによって、日本では、人材育成政策の導入
を想定した地域開発・地域再開発の社会実験
をおこなった。それらを踏まえ人材育成政策
の枠組みを仮説的に構築した。2012 年 1 月現
在、研究の成果としての出版図書（久塚純
一・岡澤憲芙編著『世界の次世代育成』成文
堂）の計画を推進している。
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